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1. はじめに

SPring-8 には61本のビームラインの建設が可

能であり，これらのビームラインは利用形態か

ら，共用ビームライン，専用ビームライン，原研

.理研ビームラインならびに R&D ・マシン診

断用ビームラインに分類される。

SPring-8 は挿入光源を中心とした第 3 世代放

射光施設である。 SPring-8 の特徴は，既に稼働

している ESRF あるいは APS と比較して， 30 

m 長直線部からの放射光利用が可能であり，さ

らに300m (9 本)ならびに1000m (3 本)まで

延長可能なビームラインを有していることであ

る。利用研究にとって最も重要な情報は様々な光

源から得られるスペクトルであるが， SPring-8 

における標準型挿入光源である真空封止型アンジ

ュレータを用いることにより，大半の利用研究に

必要とするエネルギー領域の X 線を網羅するこ

とが可能である(挿入光源参照)。

SPring-8 は国内外の幅広い研究者に利用され

る施設であり，現在 SPring幽8 利用者懇談会(会

長:菊田 J埋志東大教授)を中心に1000人以上の

利用者が34のサブグループ(表1)を形成し，各

々の研究計画に基づいたビームライン建設に参画

している。 SPring-8 施設においては， 30本以上

の共用ビームラインを建設する予定であるが，本

稿では，第 1 期計画として建設を進めている 10

本の共用ビームラインを中心にその利用計画をの

べる。

*原研・理研大型放射光施設計画推進共同チーム 干678-12 兵庫県赤穂郡上郡町 SPring-8 リング棟
TEL 07915-,-8-0069 FAX 07915-8-0830 
e-mail Ohno@SP8sun.SPring8.or.jp 
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2. 共用ビームライン

ビームライン検討委員会(委員長:菅滋正

大阪大学教授)は，平成 5 年度答申をした 4 計

画(生体高分子結晶構造解析，軟 X 線固体分光，

核共鳴散乱，高エネルギー非弾性散乱)を含む，

平成10年度までに建設する 10本の共同利用ビー

ムラインをまとめた。これをまとめるにあたって

放射光第 9 巻第 5 号 (1996年)

は， 23件の「計画提案書」のうち計画中の既決

定の 4 件を除く 19件の計画について，検討評価

を行った。共用ビームライン10計画の概要なら

びにビームライン配置をそれぞれ表 2 ならぴに図

1 に示す。また，これら共用ビームラインの研究

概要を以下に示す。

(1) 生体高分子結晶構造解析 (Bio-Crystal1o-
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Table 2. 
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Figure 1. Location of beamlines. 

graphy) 

高エネルギー・高輝度の X 線を用いて蛋白質

結晶構造解析のルーチン化・微小蛋白質結晶解析

を行う。

(2) 軟 X 線固体分光 (Soft X-ray Spectroｭ

scopy of Solid) 

高エネルギー分解能の光学系を用いて，固体の

光吸収・光電子の放出の磁気円偏光二色性，スピ

ン偏極光電子放出および光電子回折測定を行う。

国体の電子状態とスピン状態を明らかにする。

(3) 高エネルギー非弾性散乱 (HighEnergy Inｭ

elastic Scattering) 

磁気コンプトン散乱を利用した物性研究を行

う。物質の磁性電子および伝導電子の運動量密度

を測定し磁性の発生機構やフェルミ面の決定な

ど電子状態に関する研究を行う。

(4) 核共鳴散乱 (Nuc1ear Resonant Scatterｭ

ing) 

極めて狭いバンド幅，高指向性およびパルス特

性などに優れた特性をもっ超単色 X 線を取り出

し，時間領域量子ビート法の利用，高分解能非弾

性散乱実験および干渉・強度相関の現象を利用し

たコヒーレンスの解析などを行う。

(5) 高圧構造物性 (ExtremelyDense State) 

.高密度状態にある物質の構造解析を行う。 300

GPa 以上の超高圧力下あるいは磁場などを印加

した多重極限条件下での構造解析を行い，構造と

物性の相関を追及する。

(6) 生体分析 (PhysicochemicalAnalysis) 

生体内における超微量物質の定量とその存在状

態の物理的解析を行う。

(7) 軟X 線光化学 (Soft X -ray Photochemisｭ

try) 

高分解能・高強度の分光法を実現し，内殻励起

状態に関わる光化学および原子・分子に関する研

究を行う。
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(8) 結晶構造解析 (Crystal Structure Analysｭ

構造相転移などに伴う超格子反射，散漫散乱測

定による格子の乱れなどの研究を行う。

(9) 高温構造物性 (HighTemperature Resear幽

ch) 

白色および単色 X 線を用い，高温における凝

縮系物質の構造を調べる。

(10) XAFS (X-ray Absorption Fine Structure) 

XAFS による局所構造解析を行う。

SPring-8 においては，これら共用ビームライ

ンの建設と平行して医学利用実験施設の建設も進

めている。本施設には 3 本のビームライン(挿

入光源 2 本，偏光電磁石 1 本)の設置が可能で

あり，医学利用研究のみならずイメージングに係

わる研究開発も行う予定である。

3. 専用ビームライン

本ビームラインは，特定の研究機関が費用を負

担して建設・維持管理・運転して利用するもので

あり，専用施設検討委員会で審議された 7 計画

が進行中である。これらのビームライン仕様なら

びに研究課題を以下に示す。

(1) 京都大学先端光ビームライン(京都大学化

学研究所)

光源:独立チューニング可能な標準型アンジュ

レータ

エネルギー範囲: 4 keV"'-'115 keV 

研究内容:小角散乱法による高分子構造の解

析，回折および分光法による人工超格子の構造解

析および電子状態解析を進める。

(2) 超精密材料解析ビームライン 1 (科学技術

庁金属材料研究所・無機材質研究所)

光源:アンジュレータ

エネルギー範囲: 5 keV"'-'15 keV 

研究内容:先端材料の化学状態分析や表面/界

面構造分析を行い，機能発現の機構・現象の解明

を行う。
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(3) 超精密材料解析ビームライン 2 (科学技術

庁金属材料研究所・無機材質研究所)

光源:タンデム配置アンジュレータ

エネルギー範囲: 500 eV",-,60 keV 

研究内容:様々な極限状態におかれた物質の精

密な結晶構造解析および電子構造の解析を行う。

(4) 生体超分子構造解析ビームライン(大阪大

学・蛋白質研究所)

光源:アンジュレータ

エネルギー範囲: 5 keV"'-'25 keV 

研究内容:生体超分子の構造決定を単結晶構造

解析および溶液散乱により行う。

(5) 兵庫県ビームライン

光源:アンジュレータ

エネルギー範囲: 5 keV ,-.._,25 keV 

研究内容:反応性ガスを用いた結晶成長時の表

面・界面の構造と特性の in situ 解析，マイクロ

ビームの形成技術の開発と材料評価への応用，が

ん診断技術の開発などを行う。

(6) サンビーム BM (産業用ビームライン)

光源:偏向電磁石

エネルギー範囲: 5 keV ,-.._, 60 keV 

研究内容:新機能材料開発のための局所構造解

析お半導体結晶の高品質化のためのトポグラフィ

の研究を行う。

(7) サンビーム ID (産業用ビームライン)

光源:真空封止型水平・直線偏光アンジュレー

タ

エネルギー範囲: 5 keV ,-.._,60 keV 

研究内容:マイクロビーム利用による機能素子

ならびに新材料開発のための研究開発を進める。

4. 原研・理研ビームライン
原研ならびに理研は原研関西研ならびに播磨理

研の放射光利用研究を進めるため，それぞれ 3

本のビームラインを建設している(原研ビームラ

インならびに理研ビームライン参照)。
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5. R&D ・マシン診断用ビームライン

光学素子，基幹チャンネルなどの評価試験，あ

るいはイメージング技術などの開発を目的として

2 本(アンジュレータ，偏向電磁石)のビームラ

インを建設している。

放射光第 9 巻第 5 号 (1996年)

6. おわりに

SPring-8 における共用ビームラインは，最終

的には30本の建設を計画しており，平成10年度

以降順次整備する予定である。これと平行して

30m 長直線部あるいは300m 中尺ならびに1000

m 長尺ビームラインを用いる研究課題について

も，国内外の研究者の参画を得た検討を進める予

定である。
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